
【教育理念】児童の笑顔、教師の笑顔、保護者の笑顔が 魅力ある学校を作る 

 《大野木場小学校は 校舎焼失から３４年目 創立から１４４年目を迎えます》  

ふるさと月間 
 前回、「１１月は『ココロねっこ運動強調月間』

です」ということを書きました。１１月は「ふ

るさと月間」でもあります。今年度「ながさき

ピース文化祭2025」の開催に合わせて設定さ

れ、ふるさとに伝わる文化・芸能に親しんだり、

学んだりすることを推奨しています。 

 本市では、今月２４日に「南島原の世界文化

遺産「原城跡」フォーラム＆スタンプラリー」

が開催されました。これまでにも、酒蔵コンサ

ートやユニバーサルオルレなども開催されて

います。 

 ふるさと南島原市を学ぶ一環として、本校で

も様々な取組をしていますが、先日は６年生が

「有馬キリシタン遺産記念館、原城跡、日野江

城跡」の見学に行きました。悲しい戦いの歴史

ではありますが、実際に出かけ、感じることで、

学びの深まりがあり感動があります。 

有馬キリシ

タン遺産記念

館からしばら

く上ったとこ

ろには、島原

天草一揆によ

る犠牲者を追

悼するために制作された「聖マリア観音」があ

ります。高さ１０メートルの像は、木彫りの像

として世界一の大きさだそうです。原城跡が構

成資産の一つになっている「長崎と天草地方の

潜伏キリシタン関連遺産」は、全部で１２の構

成資産で構成されています。関連する施設でい

うと３６施設にのぼります。この学びからさら

に深めてくれると嬉しいです。 

大野木場を、深江を、南島原市を巣立った子

どもたちが、「私のふるさとはね…」とどこかで

話してくれたり、一度外に出ても戻ってきたり

してくれると嬉しいですね。折しもこの原稿を

書いているとき、大野木場小学校の卒業生とい

う子が、「友達の結婚式のために」と言って動画

撮影に来ていました。ずっと心に残る大切なも

の、それが学校、それがふるさとですね。 

 

 

 

 nobiko（のびこ）という WEB サイトを御存

知でしょうか。松下幸之助氏が設立した PHP

研究所が運営している「子育て・教育」に関

するサイトです。サイトのコンセプトは、

「比べない、悩まない『のびのび子育て』応

援サイト」です。 

 私の携帯には定期的に記事が入ってくる

ので読むのですが、なかなか面白いです。と

同時に、自らの子育てを反省もします。 

興味がある方は「のびこ」で検索してみて

ください。 

【以下、サイトより】 

子どもが生まれた日の喜びは、忘れられ

ないものです。どうか健やかに育ってほし

い。そんな願いはいつしかプレッシャーと

なり、気が付けば…（中略） 

すべての子に生まれた意味があって、そ

の育ち方もさまざま。それぞれの個性がこ

の社会を彩っていくことを、パパママに知

ってほしい、もっと安心してほしい。それが

このWEBサイトの願いです 

 

１２月おもな行事 

１日（月） 面談週間（～５日） 

２日（火） 避難訓練 

３日（水） 人権集会 

４日（木） ＰＴＡ役員会・評議員会 

８日（月） 短縮授業（～１２日） 

９日（火） 全校朝会 

１０日（水） 市学力調査（１～６年） 

１１日（木） 市学力調査（１～３年） 

１６日（火） 地区児童会 

１８日（木） 全学年５校時授業 

２２日（月） クリスマスパーティー 

（放送委員会主催） 

２４日（水） 終業式、集団下校 

 

かどわきっ子 

○かんどういっぱい ○ドキドキいっぱい ○ワクワクいっぱい ○キラキラ輝く 大野木場小学校便り №４３ 

南島原市立大野木場小学校 

令和７年１１月２５日（火） 

校 長  森田 純弘 

ちょっとブレイク 


